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研究成果の概要（和文）：本研究は海岸地域の持続可能なレクリエーション利用をめざし、レク

リエーション利用が環境に与える影響とその効果的な管理手法について明らかにすることを目

的とした。海岸砂丘の環境は微妙なバランスの上に成り立っているため、植生の回復には目標

に応じた保全手法の使い分けが重要である事が明らかとなった。一方、海岸環境の保全が進ま

ない大きな要因として、現状の自然海岸の定義に大きな問題がある事が明らかとなった。海浜

部だけでなく、後背地の砂丘や海岸林との連続性に配慮した、管理計画が重要である。 
 
 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to clarify the impact of recreational 
use on coastal dune and the suitable management method for sustainable recreational use 
on coastal area.  The result showed that the conservation method for coastal vegetation 
was depended on the goal of future environment because of the delicate balance of coastal 
dune environment.  In addition, the definition of “natural coast” area was not represented 
the natural sandy coastal environment, so we should consider about the whole coastal 
environment from the beach to the coastal forest, through the dune area. 
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１．研究開始当初の背景 
 里山に代表される身近な自然の必要性は
多くの研究から指摘されており、共通認識と
なりつつある。しかしながら、稀少性の低い
身近な自然地においては、自然環境を保全し
つつ利用する仕組みは未だ十分に整備され
ておらず、特に海岸地域に関してはこれまで

ほとんど関心がもたれることはなかった。海
岸の保全には、海岸法および自然公園法が大
きく関係してくるが、海岸法が海岸侵食等か
らの国土保全のみを目的とし、自然公園法に
おいても海岸地域は軽視されてきた傾向が
確認された（松島ら、2002）。そのような背
景のもと、海岸法が 1999 年に改正され、海
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岸地域の利用や環境保全が新たに目的に加
えられ、2007 年にはこれまで別々に考えら
れることの多かった海・陸を一体的に扱う海
洋基本法が制定され、近年、海岸環境に対す
る意識は高まってきている。しかしながら、
国内においては海岸地域の適正な利用に関
する研究はほとんど見当たらず、海岸地域の
持続可能な利用のためにもこのような分野
の研究の蓄積が求められる。 
 北海道の石狩海岸は190万都市である札幌
市近郊に位置している海岸であるが、豊かな
砂浜と海浜植生に覆われた広い砂丘、その背
後には天然のカシワ林が一体となって残さ
れている自然海岸であり、大都市近郊に位置
する自然海岸としては非常に希少な海岸で
ある。一方で夏場のシーズン時には多くの利
用者が札幌や近郊の都市から集まるが、砂浜
まで車で乗り入れることが可能であること
から、海水浴、キャンプ、バーベキュー、と
いったレクリエーション利用に加え、オフロ
ード車や水上バイクといった利用が混在し、
近年は安全性の面や環境、特に海岸植生への
影響（松島ら、2000a）、利用者間の軋轢（松
島ら、2000b）などが顕在化し、自然資源の
消費的な利用として問題視されている海岸
である。このような海岸は国内において散見
され、国立公園区域内においても確認されて
いる。石川県の千里浜海岸では、「渚ドライ
ブウェイ」として砂浜上が観光ルート化され、
国定公園区域内であるが多くの車両が自然
海岸を走行している。しかしながら、このよ
うな利用の妥当性や環境に与える影響につ
いてはこれまでほとんど検討されては来な
かった。一方で海外においては、アメリカを
中心に海岸でのレクリエーション活動に対
して研究が行われ、特にオフロード車の利用
に関しては、現地での走行実験から、植生や
土壌、海浜性生物への影響についての知見が
蓄積され、海岸での利用に関しては制度上の
規制やルールが確立されている。しかしなが
ら、このような知見は植生や制度の異なる我
が国においてはそのまま援用することはで
きない。そもそも、計画を行ううえで基盤と
なる「現状でどのような利用がどの程度行わ
れているのか」、「どの程度のインパクトを受
けると植生はダメージを受けるのか」、「ダメ
ージを取り除けば植生は回復するのか」、と
いった基礎的な知見が明らかとなっていな
い。これらの基礎情報を積み上げ、消費的利
用から持続可能な利用へと転換を図る必要
がある。 
 
２．研究の目的 
 以上の背景を踏まえて、本研究では国内の
海岸地域を対象として、以下の点について明
らかにすることを目的とする。 
 

(1) 国内の海岸地域におけるレクリエーショ
ン利用による問題点の類型化：利用の形態と
その特徴、および顕在化しているあるいは潜
在的な問題点について、全国の自治体や自然
保護団体等への聞き取り調査から明らかに
するとともに、現存植生の GISデータから全
国の海岸の自然度を推定する。 
 
(2) 特徴的な砂浜海岸地域における利用の事
例調査：全国調査から問題が明らかとなった
海岸地域について、特に問題視されているオ
フロード車の利用に着目し、利用者・管理者
を対象とした聞き取り調査、ならびに自然環
境（特に植生）への影響調査を行う。 
 
(3) 海岸植生の復元に向けた現地モニタリン
グと実証実験：データの蓄積されている北海
道石狩海岸を対象として、車両の乗入が植生
に及ぼす影響を明らかにすることを目的と
して、現地での車両の乗入状況のモニタリン
グを行うとともに、植生回復実験を行い、効
果的な対策法を検討する。 
 
(4) 海岸地域におけるレクリエーション利用
の管理システムへの提言：以上の結果をもと
に、海外での事例を踏まえて我が国における
海岸地域の持続可能な利用のための管理シ
ステムについて主に海岸法と自然公園法の
効果的な運用について検討し提言する。 
 
３．研究の方法 
 本研究は大きく、現状把握、事例調査、現
地実験に分類される。これらの調査を平行し
て行い、最終的に海岸地域における持続可能
なレクリエーション利用の管理システムに
ついて考察・提言を行う。 
 
(1) 現状把握：現状把握として、日本の海岸
線で生じている利用上の問題点について、各
海域について整備されている、海岸保全基本
計画をもとに整理し、調査地の選定を行なう。 
 
(2) 事例調査：現状把握より抽出された利用
上の問題が生じている調査地点において、ど
のような管理が行なわれているのか、また、
その効果について、現地への聞き取り調査等
から明らかとする。 
 
(3) 現地実験：オフロード車による海岸砂丘
の植生減少が問題となっている北海道石狩
海岸を調査地として、利用状況のモニタリン
グを行い、利用と植生減少との関係を明らか
にする。また、植生の減少により「すり鉢状」
になった砂丘地形の再生を目的として、対象
地域から車両の影響を排除した後、砂の埋め
戻し、防風柵の設置、車両規制以外は特に何
もしない区域を設置して、植生回復の程度を



モニタリングしていく。 
 
４．研究成果 
(1) 現状把握：海岸保全基本計画から、多く
の海岸で問題となっているのはゴミの問題、
施設の不足、であった。また、砂浜海岸のあ
るべき姿として、「白砂青松」の砂浜海岸を
自然海岸の理想像としてほとんどの基本計
画が標榜しており、また、「自然海岸」の定
義も海岸線しか考慮しておらず、不十分な
「自然海岸」に対する認識が確認され、これ
が近年の海岸環境に対する人々の関心の低
さにつながっていると推察された。また、環
境省が公開している現存植生図をもとに、全
国の沿岸域について、海岸線から１km 以内の
その植生自然度構成を算出したところ、ほと
んどの海岸では海岸草原の背後に大規模に
植林された海岸林を有しており、さらにこれ
らの海岸林は海岸草原上に植林することに
より、砂浜海岸を陸側から侵食している様子
が確認された。一方、北海道の海岸について
は、同じ海岸林でも自然林が多く残されてお
り、砂浜から海岸草原を経て海岸林へと、植
生が環境勾配に応じて空間的に変遷してい
く景観がよく保全されていることが確認さ
れた。 
 
(2) 事例調査：現状把握の結果をもとに、全
国的に名勝として知られ、自然公園等に指定
されている砂浜海岸を５カ所抽出し、さらに
保全区域として指定されていないが特に自
然度の高かった砂浜海岸２カ所を抽出した。
この７カ所の海岸において、沿岸域の植生自
然度構成を比較した結果、自然公園として指
定されている砂浜海岸は背後にクロマツが
植林されたいわゆる白砂青松の海岸であっ
たが、保全区域に指定されていない２海岸
（北海道石狩海岸と青森県猿ヶ森海岸）は他
の名勝と比較しても特に自然度が高い海岸
であった（図１）。このうち、猿ヶ森海岸は
戦前から軍事施設が設置され、現在も防衛省
の施設があることから一般の立ち入りが制
限されており、際立って高い自然状態が保た
れてきたと推察される。一方、石狩海岸は 190
万都市札幌近郊にあり年間 50 万人もの利用
が見られる海岸であるにも関わらず、同じく

北海道オホーツク海沿岸に位置し北海道の
砂浜海岸では唯一自然環境保全区域に指定
されている以久科海岸よりも自然度が高く、
全国的に見ても希少な海岸であることが確
認された。また、いくつかの海岸では車両の
乗入れによる生態系への影響が確認された
が、海岸植生の保全のために乗入れ規制をか
けている自治体は海岸植物群落を観光資源
と位置づけている北海道以外ほとんどなか
った。 
 
(3) 現地実験：オフロード車による海岸砂丘
の植生減少が問題となっている北海道石狩
海岸を調査地として、利用状況のモニタリン
グおよび植生回復試験を行った。当該地域は
2007 年より車両の進入を防止するロープ柵
や注意看板を設置してきたが、その後も車両
の進入は絶えず、植生の減少と地形の改変は
継続して確認された。植生回復試験では、車
両の通行を止めても砂の移動が大きいこと
により植生の定着が著しく阻害されること
がわかったが、おおむね３年程で回復の兆し
が確認された（写真１）。防風ネットの設置
された地区では植生の回復が比較的早いこ
とが確認されたが（図２）、一方で砂の移動
量を安定化させるため、内陸性の高茎草本の
優占度が高まることが確認され、植生復元へ
の導入においては注意が必要であることが
明らかとなった。 
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図１ 主要な砂浜海岸の植生自然度構成比の比較 

写真１ 試験地の様子（上：2008 年、下：2010 年） 



 
(4) 海岸地域におけるレクリエーション利
用の管理システムへの提言：植生復元に向け
た技術的な保全手法を明らかにする一方で、
海岸環境の保全が進まない大きな要因につ
いて検討した結果、特にレクリエーション需
要の多い砂浜海岸において、海浜部の自然度
しか考慮されていない、現状の自然海岸の定
義に大きな問題がある事が明らかとなった
（図３）。海岸は陸と海の緩衝帯としての役
割が大きい事から、特に砂浜海岸の持続可能
なレクリエーション利用を行なう上で、その
生態的機能を損なう事なく利用する事が重
要であるが、そのためにも海浜部だけでなく、
後背地の砂丘や海岸林との連続性とその保
全に配慮した、土地利用計画と管理計画が重
要であると結論づけた。 
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図２ 植生の生物体量*の経年変化 

 *:生物体量＝被度×草高 
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 著であった。 
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通常大波の境界線
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図３ 海岸の定義（波の影響を受ける海浜部が自然状

態であれば、後背地（海岸陸域）の保全状態に関わら

ず自然海岸）となる 


